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健康管理にかかせない存在であったといえます。

薬箱（配置薬入れ） 【昭和前期】
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三星家庭薬（富山県富山市）と和田製薬（奈良県御所市）の
「配置薬」の薬箱。富山県や奈良県は伝統的に薬産業が盛ん
な地域である。
＜参考文献＞ 高橋善丸『くすりとほほえむ元気の素』光村推古書院,2011年
9 月 9 日は語呂あわせで、キューとキューで救急の日です。皆さんの家には救急箱＝薬箱が

りますか？昭和30年代頃までは、行商による売薬さんの「配置薬」が多くの家庭で利用され

いました。この「配置薬」は売薬さんが用意した専用の箱に薬を入れて各家庭に備え置き、次

売薬さんが来訪した時に、使った分だけ代金を支払い、古くなった薬を取替え、新しい薬を補

するシステムです。「配置薬」の補充に売薬さんが来ると、子どもに紙風船などのお土産をく

たそうです

この「配置薬」のシステムは江戸時代に始まりました。昭和前期の「配置薬」の薬箱は、引き

しタイプで存在を主張する赤色、取扱店や薬の広告など記されたものが多く、戦後は物資不足

ボール紙製になります。この「配置薬」の薬箱も、今では昭和時代を語る道具の一つです。

現在も「配置薬」は行われていますが、車の普及や大型ドラックストアーの台頭
たいとう

で薬も購入し

すくなり、また共働きなどで日中の留守家庭増加による家庭訪問の応対困難など、社会情勢の

変化により、以前に比べて利用する家庭も減っているようです。

薬箱に薬があることの安心感は今も昔も変わらないと思いますが、お医者にかかるの

も、薬を手に入れるのも大変な時代では、応急手当の薬が入った薬箱はまさに救急箱と
教科書費（平成19年度用児童生徒1人当たりの平均教科書費（平成19
小泉和子『家で病気を治した時代』(百の知恵双書015)農山漁村
いる。
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